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　本講演では，以下の見出し内容について，
ほぼこの順番で，写真等を交えながら解説す
る方法で今までの研究を紹介させて頂いた。
　なお，これらの発表内容の大部分は，法隆寺
で発行されている宗誌「聖徳」（季刊）に過去
39回投稿（2015年８月現在）し，掲載総ペー
ジ数が400ページを超えるものの中からのピッ
クアップが中心となるため，その掲載号の号
数と発行年も各項末に紹介しておきたい。
【１】１号壁の十大弟子には覆頭形の者が一
体描かれていること。
　これは向かって右上端の一体で，全体に黒
ずんで目立たないが，肩や頬に頭から被る頭
巾状の衣の一部が観察される。興福寺曼荼羅
（京博蔵）の西金堂の図でも，十大弟子の大
だい
迦
か
葉
しょう
が覆頭形である。（「聖徳」214号，2012）
【２】６号壁の化生菩薩（化生童子も含む）
は，従来の25体ではなく27体確認できること。
　下写真４枚で格子状に並べた左側と右側の
計２体が今まで存在が認知されなかった化生
童子であろう。（「聖徳」223号，2015）
【３】９号壁の上の長押上の山中羅漢図は２
体でなく１体であること。
　上写真の通り９号壁（伝弥勒浄土）の上の
壁は中央に羅漢が１体で，その羅漢の座具の
形もはっきり見える。（「聖徳」204号，2010）
【４】壁画の絵具に関して鉄黒顔料の存在を
考えなければ解決しない火災後の色調変化が
あること。
　鉄黒とは，赤いベンガラを真っ黒になるま
で焼いて磁性を持つ状態に至ったもので，自
然の鉱物では磁鉄鉱や砂鉄が同じ成分。10号
壁の中尊の螺
ら
髪
ほつ
や，11号壁最下部の山岳描線
の黒色部分が火災前と火災後で色に変化がな
いことから，鉄黒顔料の存在が強く示唆され
る。（「聖徳」207号，2011）
【５】法隆寺資財帳の新読解法により金堂壁
画と思しき記載がそこに認められること。
　本資財帳（天平19年〔747〕成立）51行目
の「画仏像全40張」のうちの30張が金堂壁画
で，53行目の「十弟子釈迦仏像」が１号壁画，
残り29張は寄進による壁面数（37張は誤記）
と推定（飛天18面は天蓋同様数えない）。本
「法隆寺金堂壁画」最近10年の研究成果の紹介
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講演では時間不足で説明し尽くせなかったが，
文中に「右」という表現が50，55行目など各
所に認められ，それが１行手前の１つの宝物
しか表さないとの新解釈が，現在までの「壁
画の記載が見つからない」という矛盾を払拭
する鍵を握る。（「聖徳」220号，2014）
【６】金堂壁画の地色は，白色や淡い黄色で
はなく，ごく淡い灰水色系の絵具がすべての
壁画面に塗られていること。
　２号壁と５号壁（双半跏思惟菩薩）の昭和
模写（昭和15～24）の背景の地色は，ごく淡
い青色の印象が強く，墨の濃淡ではなく
「焼白緑」の品の良い青緑味の鼠色が模写用
顔料に用いられた事実が知られる。描かれた
当初は「虚空」や「蓮池」の色のニュアンス
も込め，有機染料の藍を体質顔料の白土に吸
着させたものに，少量の藤黄も混ぜ合わせた
青緑色のレーキ顔料が，壁の地塗りの「白土
地」の上からハッチング風にぬりつけられて
美しい灰水色が表現されたことが推測される。
実際に敦煌壁画285窟（西魏，６世紀前半）
でも，最新の科学分析（高林弘実ほか「保
存科学」47，2008）により菩薩天衣に藍の
使用を強く示唆する分析結果が公表されてい
る。
　なお，青色系の藍と黄色系の藤黄以外に，
赤色系の動植物の有機顔料も金堂壁画への使
用が考えられる。黄色系は５号壁の完全に褪
色している条帛，赤色系は10号壁中尊大衣の
濃い隈取部分にも使用されたと考えられる。
藍は，６号壁の中尊大衣の濃い隈取部分と２
号壁の条帛上塗りに用いられたと推定される。
【７】壁画が描かれた頃の法隆寺をはじめと
する奈良仏教は釈迦信仰が中心であり，阿弥
陀信仰は法華経や古密教の信仰の中でとらえ
ることができ，後のいわゆる「極楽浄土」信
仰と同じではないこと。
　法隆寺で，金堂と五重塔を含めた伽藍全体
が表している世界は「釈迦如来」への信仰で
あって四方四仏への信仰ではない。金堂壁画
は６号壁の阿弥陀浄土が有名すぎて，法隆寺
も阿弥陀信仰が強い寺のように誤解されてい
る部分がある。密教が隆盛になるのは大陸に
おいては６世紀前半からであるが，胎蔵界曼
荼羅の四如来の中の無量寿如来（阿弥陀如
来）は「修行から悟りに到る釈迦像の主な姿
にかたどっている」（石田尚豊，1969）の言
葉の通りに，阿弥陀一辺倒ではないのが奈良
仏教のスタンスであろう。
【８】聖徳太子の法華経の信仰は，現世の
人々の救済を説く釈迦や観音への信仰であり，
太子のみ寺の壁画に山岳などが描き連ねられ
た場合，それを現世の実際の日本の山々とみ
ることには信仰史からも美術史からも矛盾は
認められないこと。
　６号壁に阿弥陀三尊が描かれていることは
周知の事実であるが，そのすぐ上の壁も含め
た長押上の壁面18面に「山岳修行の比丘27
体」を表す山中羅漢図が描き連ねられていた。
阿弥陀浄土が他界なら，その上の壁が実景な
らおかしいではないか，という話となるが，
本講演２項目で述べた，６号壁に化生菩薩
（化生童子も含む）が27体確認できることと，
この山中羅漢図の27体という合計数が完全に
一致した点は極めて重要な示唆に富む事実で
ある。羅漢は「倶舎論」でも述べられる通り
必ず「死ぬ」存在であるが，死後すぐ阿弥陀
浄土に生まれ変わり，そこで阿弥陀如来の法
華経の説法を聞きながら成長して，また釈迦
浄土であるこの世界に帰ってくる壮大な生命
の循環が，この金堂壁画のプラン全体で表出
されたものと考えられる。
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